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船舶インシデント調査報告書 

 

                             平成２５年１月２４日 

                      運輸安全委員会（海事専門部会）議決 

                         委   員  横 山 鐵 男（部会長） 

                         委   員  庄 司 邦 昭 

                         委   員  根 本 美 奈 

 

インシデント種類 運航不能（舵故障） 

発生日時 平成２４年８月１３日（月） １３時１５分ごろ 

発生場所 山口県長門市青海
お う み

島北方沖 

青海島所在の王子鼻灯台から真方位３４３°１.７海里付近 

（概位 北緯３４°２５.５′ 東経１３１°１１.１′） 

インシデント調査の経過 平成２４年８月１５日、本インシデントの調査を担当する主管調査

官（門司事務所）ほか１人の地方事故調査官を指名した。 

 原因関係者から意見聴取を行った。 

事実情報 

 船種船名、総トン数 

 船舶番号、船舶所有者等 

 Ｌ×Ｂ×Ｄ、船質 

 機関、出力、進水等 

 

旅客船 せぶんしっぷ、８.５トン  

２９１－３７７１２山口、青海島観光汽船株式会社 

１２.２５ｍ（Lr）×２.３８ｍ×１.３７ｍ、ＦＲＰ 

ディーゼル機関、１８０kＷ、平成９年１１月 

 乗組員等に関する情報 船長 男性 ５２歳 

 一級小型船舶操縦士・特定 

  免 許登録日 平成１６年１１月５日 

  免許証交付日 平成２３年９月２６日 

（平成２９年６月１８日まで有効） 

 死傷者等 なし 

 損傷 エアコンのコンプレッサー駆動ベルトに破断、舵取機油圧ポンプ及び

船内電源用発電機の各駆動ベルトに破損 

 インシデントの経過 本船は、船長が１人で乗り組み、乗客２５人を乗せ、青海島沿岸を

遊覧しながら一周するため、平成２４年８月１３日１２時４０分ごろ

長門市仙崎港を出港した。 

船長は、青海島北方沖を約１５ノットの速力で航行中、１３時１５

分ごろ舵輪の操作が重くなったので、機関を中立として機関室内を点

検したところ、‘エアコンのコンプレッサー駆動ベルト’（以下「本件

駆動ベルト」という。）が破断して舵取機油圧ポンプ及び船内電源用

発電機の駆動ベルトに絡んでいるのを認め、航行継続不能と判断して

所属会社に無線で救助を要請した。  

本船の乗客は、１３時４５分ごろ来援した旅客船に全員が移乗して

予定していた遊覧を続け、また、本船は、来援した別の旅客船にえい
．．

航されて１４時４０分ごろ仙崎港に入港した。 
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 気象・海象 

 

気象：天気 曇り、風向 南、風力 ２、視界 良好 

海象：波高 約０.４ｍ 

 その他の事項 

 

 主機は、動力取出軸により、エアコンの冷却海水ポンプ、エアコン

のコンプレッサー、船内電源用発電機及び舵取機油圧ポンプをベルト

駆動していた。 

 本件駆動ベルトは、歯付ベルトであり、本インシデント後の点検で

は、油の付着、異常摩耗等は認められなかった。 

 本件駆動ベルトは、船長が点検中に摩耗等を認めて平成２３年４月

１６日に新替えしたものであり、平成２４年２月ごろに実施された機

関整備において、整備業者によって点検されていた。 

船長は、始発便の主機始動前に潤滑油量、冷却水量を点検する際、

駆動ベルトの外観を点検し、時々、押して張り具合を見ていた。 

 本船の所属会社は、本船と同型船を７隻所有しており、各船の船長

が駆動ベルトを点検して適宜交換していたが、駆動ベルトの破断は本

インシデントが初めてであった。  

分析 

 乗組員等の関与 

 船体・機関等の関与 

 気象・海象の関与 

 判明した事項の解析 

 

不明 

あり 

なし 

 本船は、青海島北方沖を航行中、本件駆動ベルトが破断して舵取機

油圧ポンプの駆動ベルトに絡んだことから、舵取機の作動油圧が低下

して舵輪の操作が重くなり、運航不能になったものと考えられる。 

 本件駆動ベルトは、本インシデント前に微細な亀裂を生じていた可

能性があると考えられるが、破断した状況を明らかにすることはでき

なかった。 

原因 本インシデントは、本船が、青海島北方沖を航行中、本件駆動ベル

トが破断して舵取機油圧ポンプの駆動ベルトに絡んだため、舵取機の

作動油圧が低下して舵輪の操作が重くなったことにより発生したもの

と考えられる。 

参考 今後の同種事故等の再発防止に役立つ事項として、次のことが考え

られる。 

 ・駆動ベルトは、摩耗、亀裂、張り具合等の点検を十分に行うこ

と。 

 




